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あなたの○○○○という薬の必要性は…
医師がお薬の数を調整する理由
こんにちは。この１

年も残り３ヵ月ですね。
感冒などの体調不良

には気をつけましょう。
手洗い励行でお願い

いたします（うがいは世
間が言うほど頑張る必
要はありません）。

今月のお題はお薬の量に関してです。

①ポリファーマシー
明確な定義はありませんが、飲む薬の量

が多いことを意味します。病気にもよりま
すが、10種類以上の薬を服用されている方
も多く見受けられます。薬が多いとその分
だけ注意しなければならない副作用が多く
なります（その副作用に対して投薬がなさ
れると、薬の量が更に増えます）。お互い
の薬の作用(相互作用といいます)で薬が効
きすぎたり、効きづらくなったりします。

②ポリファーマシーによる有害事象を減ら
すために医師がすべきこと
■ 定期的な薬の見直しを実施し、患者
とのすべての変更を議論し合意する

■ 適応のないすべての現在服用してい

る薬剤を中止
■ 明らかな適応を有する薬剤を処方す
る

つまり、必要性が低い薬や適応のない薬
を漫然と継続しないことが医師としてなす
べきことです。

③あなたのお薬 ○○○○
あなたは□□□□という病気です。○○

○○という薬は△△△△に対する適応が認
められていますが、□□□□には適応では
ありません（もしくは、□□□□という病
気に対する適応はありますが、他にも□□
□□に対する投薬がされており、二重と
なっています）。
○○○○という薬には、頻度が少ないも

のの致死的な副作用があります。また、多
くみられる●●●●という副作用のため
に、別な▽▽▽▽という薬も追加されてい
ます。

④まとめ
あなたの○○○○という薬にも上記のよ

うなことが当てはまるかもしれません。不
要な（必要性が低い）お薬のせいで、副作
用のリスクを抱えてしまうことになります
ので、お薬を多く服用されている方は一度
医師に相談して戴いた方が良いと思いま
す。


